
一

は
じ
め
に

古
記
録
な
ど
の
変
体
漢
文
を
読
む

(

訓
読
す
る)

と
い
う
作
業
の
位

置
づ
け
は
、
日
本
語
学

(

国
語
学)

に
お
け
る
場
合
と
、
日
本
史
学
に

お
け
る
場
合
と
で
は
、
大
い
に
異
な
る
。
日
本
語
学
に
お
い
て
は
、
言

語
が
研
究
対
象
で
あ
る
た
め
、
変
体
漢
文
の
漢
字
表
記
の
背
後
に
あ
る

言
語
形
式
を
厳
密
に
復
元
す
る
こ
と
が
重
要
な
意
味
を
持
つ

(
当
然
、

厳
密
に
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
が
、
そ
の
見
極
め
に

も
意
味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る)

。
一
方
、
日
本
史
学
に
お
い
て
は
、

変
体
漢
文
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
情
報
・
内
容
こ
そ
が
重
要
な
の
で

あ
っ
て
、
日
本
語
学
に
お
い
て
要
求
さ
れ
る
よ
う
な
、
言
語
形
式
の
厳

密
な
復
元
は
求
め
ら
れ
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
両
分
野
の
発

展
の
た
め
に
は
、
日
本
史
学
の
研
究
者
が
日
本
語
学
の
研
究
成
果
に
無

関
心
で
い
て
よ
い
は
ず
は
な
く
、
そ
の
逆
も
ま
た
然
り
で
あ
ろ
う

(

１)

。
こ

の
こ
と
は
、
訓
読
と
い
う
作
業
か
ら
、
語
の
意
味
・
用
法
の
分
析
に
ま

で
視
野
を
拡
げ
れ
ば
、
一
層
明
ら
か
に
な
る
。
意
味
・
用
法
の
理
解

(

解
釈)

が
異
な
れ
ば
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
変
体
漢
文
で
記
さ
れ
た

内
容
の
理
解

(

事
実
認
定)

が
異
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
の
で

あ
る
。

本
稿
で
は
、
日
本
語
学

(

国
語
学)

の
分
野
で
夙
に
指
摘
さ
れ
つ
つ

も
、
日
本
史
学
の
分
野
で
は
採
り
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
事

柄
に
つ
い
て
、
若
干
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。
具
体
的
に
は
、｢

遅
参｣

の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
れ
は
、
内
容
理
解
に
も
及
ぶ
問

題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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二

｢

遅
く
…
…

(

動
詞)｣

の
表
現
と

｢

遅
参｣

(

一)
｢

遅
く
…
…

(
動
詞)｣

の
意
味
・
用
法

連
用
修
飾
語
の

｢

遅
く｣
は
、
古
典

(

古
文)

を
読
む
際
に
、
現
代

語
と
同
じ
感
覚
で
解
釈
す
る
と
誤
り
を
犯
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と

を
指
摘
し
た
の
は
、
岡
崎
正
継

(
一
九
七
三)

で
あ
る

(

２)

。
ま
ず
、
分
か

り
や
す
い
例
を
一
つ
示
す
。

・
夜
明
ヌ
レ
バ
、
介
朝
遅
ク
起
タ
レ
バ
、
郎
等
粥
ヲ
食
セ
ム
ト
テ
其

ノ
由
ヲ
告
ゲ
ニ
寄
テ
見
レ
バ
、〈
介
ハ

引
用
者
補
〉
血
肉
ニ
テ

死
テ
臥
タ
リ
。(『

今
昔
物
語
集』

巻
二
五
―
四)

右
の
例
の
場
合
、
波
線
部

｢

死
テ
臥
タ
リ｣

を
見
れ
ば
、
傍
線
部

｢

遅

ク
起
タ
レ
バ｣

を

｢

遅
く
起
き
た
の
で｣

と
は
解
釈
で
き
な
い
こ
と
は

明
白
で
、｢

起
き
る
時
間
に
な
っ
て
も
起
き
な
か
っ
た
の
で｣

と
訳
す

し
か
な
い
。

以
下
に
、
岡
崎

(

一
九
七
三)

の
指
摘
の
う
ち
、
特
に
重
要
と
思
わ

れ
る
部
分
を
、
私
に
箇
条
書
き
に
し
て
ま
と
め
る
。

�｢

遅
く
…
…

(

動
詞)｣

の
表
現
は
、
あ
る
時
刻
に
な
っ
て
も
ま
だ
実
現
し

な
い
動
作
・
状
態
に
つ
い
て
、
あ
る
時
刻
に
な
っ
て
も
そ
れ
が
実

現
し
な
い
、
と
い
う
捉
え
方
を
し
て
表
現
す
る
も
の
で
あ
り
、｢

…
…

は
ず
の
時
刻
に
な
っ
て
も
…
…
な
い｣

な
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る

の
が
よ
い
。

�｢

遅
く
…
…

(

動
詞)｣

の
表
現
が
右
の
よ
う
な
解
釈
に
な
る
の
は
、
形
容

詞

｢

遅
し｣

の
意
味
用
法

(

ま
だ
実
現
し
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い

て
、
そ
の
実
現
を
促
す
意
を
こ
め
て
用
い
る)

に
起
因
す
る
。

�
右
の
�
の
解
釈
の
し
か
た
は
、
院
政
前
期
ご
ろ
ま
で
の
す
べ
て
の

例
に
通
用
し
、
院
政
鎌
倉
時
代
の
も
の
に
も
原
則
と
し
て
通
用
す

る
。

�
古
代
語
に
お
い
て
、｢

…
…
は
ず
の
時
刻
に
遅
れ
て
…
…｣

｢

他
の

も
の
よ
り
遅
れ
て
…
…｣

の
意
味
は
、｢

遅
れ
て
…
…

(

動
詞)｣

で
表
さ

れ
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
小
田
勝

(

二
〇
一
五
ｂ)

『

実
例
詳

解
古
典
文
法
総
覧』

の

｢

第
一
〇
章

形
容
詞
と
連
用
修
飾｣

で
も
触

れ
る
部
分
が
あ
る
。
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(
二)

｢
遅
参｣

の
意
味
・
用
法

岡
崎

(

一
九
七
三)

で
は
、｢｢

遅
参｣

は
、｢｢

遅
く
参
る｣

を
出
自

と
す
る
和
製
漢
語
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る｣

と
し
、｢

遅
参｣

の
意
味
・

用
法
に
つ
い
て
も
詳
述
し
て
い
る
。｢

遅
く
…
…

(

動
詞)｣

の
場
合
と
同
じ
よ

う
に
、
ま
ず
、
分
か
り
や
す
い
例
を
一
つ
示
す
。

・
次
御
装
束
、
御
総
角
事
遅
々
、
実
守
朝
臣
遅
参
、
数
刻
被
相
待
之
、

猶
以
不
参
。
仍
女
房
・
邦
綱
卿
等
奉
結
之
、
如
形
了
之
間
実
守
参
、

(『

玉
葉』

仁
安
三
年

(

一
一
六
八)
三
月
十
一
日)

波
線
部

｢

猶
以
不
参｣

と
あ
る
の
を
見
れ
ば
、
傍
線
部

｢

遅
参｣

が
ま

だ
参
上
し
て
い
な
い
状
態
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
、
岡
崎(

一
九
七
三)

は｢｢

遅
参｣

は｢

不
参｣

の
一
種
で
あ
っ

て
、｢

参｣

の
一
種
で
は
な
い｣

と
す
る
。

以
下
に
、
岡
崎

(

一
九
七
三)

の
指
摘
の
う
ち
、
重
要
と
思
わ
れ
る

部
分
を
私
な
り
に
箇
条
書
き
に
し
て
ま
と
め
て
お
く
。

�｢

遅
参｣

は

｢

参
上
す
る
は
ず
の
時
刻
に
な
っ
て
も
参
上
し
な
い

こ
と｣

を
意
味
す
る
。

�｢

遅
参｣

の
用
例
は
、
平
安
時
代
・
鎌
倉
時
代
を
通
し
て
、
原
則

と
し
て
�
の
意
味
で
解
す
る
の
が
よ
い
。

な
お
、
岡
崎

(

一
九
七
三)

で
は
、｢

遅
く｣

｢

遅
参｣

の
意
味
・
用

法
の
変
化
お
よ
び
そ
の
時
期
に
つ
い
て
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
本
稿

で
は
中
世
以
降
の
資
料

(

史
料)

に
つ
い
て
言
及
す
る
余
裕
が
な
い
た

め
、
ひ
と
ま
ず
措
い
て
お
く

(

３)

。

(

三)

現
行
の
国
語
辞
典
・
古
語
辞
典
の
記
述
に
つ
い
て

岡
崎
に
よ
る
指
摘
は
四
十
年
以
上
前
に
為
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

現
行
の
大
型
辞
書

(

国
語
辞
典
・
古
語
辞
典)

で
、｢

遅
く｣

や

｢

遅

参｣

に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ

の
点
を
確
認
し
て
お
く
。

ま
ず
、『

日
本
国
語
大
辞
典

第
二
版』

で
あ
る
。｢

遅
く

(｢

遅
い｣

の
連
用
形)

…
…｣

の
用
法
に
つ
い
て
は
、｢

お
そ
・
い
【
遅
・
鈍
】｣

の
項
の
中
で
は
、
特
に
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
ま
た
、｢

ち
・
さ
ん

【
遅
参
】｣

の
項
は｢[

名]

刻
限
に
お
く
れ
て
参
上
す
る
こ
と
。
ま
た
、

他
の
者
よ
り
お
く
れ
て
参
加
す
る
こ
と
。
遅
刻
。｣

と
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
意
味
変
化
後
の
意
味
・
用
法
の
み
を
記
述
し
た
も
の
で
あ
り
、
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平
安
・
鎌
倉
時
代
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
で
は
解
釈
で
き
な
い
も

の
が
あ
る
。
用
例
は

『

本
朝
世
紀』

『

今
昔
物
語
集』

等
か
ら
掲
げ
ら

れ
て
い
る
が
、
語
釈
と
引
用
例
と
が
合
致
し
な
い
も
の
が
あ
る
。『

角

川
古
語
大
辞
典』
も

『

日
本
国
語
大
辞
典』

と
大
き
く
変
わ
る
と
こ
ろ

は
な
い
。

一
方
、
小
学
館

『

古
語
大
辞
典』

で
は
、｢

お
そ
・
し
【
遅
し
】｣

の

項
で

｢

①
実
現
す
る
は
ず
の
時
刻
に
な
っ
て
も
、
実
現
し
な
い
。
刻
限

に
な
っ
て
も
、
実
現
し
な
い
。
…
し
な
い
。
②
実
現
す
る
は
ず
の
時
刻

に
遅
れ
て
、
実
現
す
る
さ
ま
。
遅
い
。｣
と
語
義
を
解
説
し
、
岡
崎
正

継
に
よ
る

｢

語
誌｣

を
付
す
。
ま
た
、｢

ち
・
さ
ん
【
遅
参
】｣

の
項
に

は

｢

一�
①
参
上
す
る
は
ず
の
時
刻
に
な
っ
て
も
参
上
し
な
い
こ
と
。
刻

限
に
な
っ
て
も
参
上
し
な
い
こ
と
。
②
刻
限
に
遅
れ
て
参
上
す
る
こ
と
。

他
の
者
よ
り
遅
れ
て
参
上
す
る
こ
と
。｣

と
あ
り
、
岡
崎
正
継
に
よ
る

｢

語
誌｣

を
付
し
た
上
で
、｢

参
考
文
献｣

と
し
て
岡
崎

(

一
九
七
三)

が
示
さ
れ
て
い
る
。｢

遅
し｣

｢

遅
参｣

の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
古
代

語
に
お
け
る
意
味
・
用
法

(

変
化
前
の
意
味
・
用
法)

が
最
初
に
示
さ

れ
て
い
る
。
現
在
刊
行
中
の

『

古
語
大
鑑』

(｢

し｣

以
下
未
刊)

の

｢

お
そ
・
し
【
遅
・
晩
・
鈍
】｣

の
項
で
は
、｢

一�
⑥

｢

お
そ
く
〜
す｣

の
形
で
、｢

な
か
な
か
〜
し
な
い｣

｢

ま
だ
〜
し
て
い
な
い｣

の
意
を
表

す
。｣

と
し
て
、
今
回
問
題
と
す
る
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
説
明
し
て

い
る
。

大
型
の
辞
書
類
に
お
い
て
も
、『

日
本
国
語
大
辞
典』

や

『

角
川
古

語
大
辞
典』

の
よ
う
に
意
味
・
用
法
の
記
述
の
不
十
分

(

不
正
確)

な

も
の
が
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
は
、
日
本
語
学

(

国
語
学)

の
研
究
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
知
見
が
、
日
本
史
学
の
研
究
者
に
は
活
用

さ
れ
な
い

(

も
し
く
は
、
目
に
触
れ
る
こ
と
す
ら
な
い)

こ
と
も
十
分

あ
り
得
る
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
や
む
を
得
な
い
面
も
あ
る

(

４)

。

三

平
安
時
代
古
記
録
の
訓
読
文
・
現
代
語
訳
か
ら

右
で
見
た
よ
う
に
、
辞
書
の
記
述
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
日

本
語
学(

国
語
学)

の
成
果
が
日
本
史
学
で
活
用
さ
れ
な
い
こ
と
に
は
、

や
む
を
え
な
い
部
分
も
あ
る
が
、
さ
り
と
て
現
状
の
ま
ま
で
よ
い
と
も

思
わ
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
、
や
や
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
も
の
を
中
心
に
い
く
つ
か
例
を
掲
げ
て
お
く
。
ま
ず
は
、
注
釈

等
の
豊
富
な

『

御
堂
関
白
記』

か
ら
挙
げ
て
お
く
。

①
〈
石
清
水
臨
時
祭
使
〉
遅
還
来
、
是
昨
日
依
社
頭
遅
参
也
、
三
宮
物
所

見レ

の被

た仰

ま也

、
仍
按
察
与
宮
奉
物
見レ

、
此
間
雨
暫
下
、
申
時
許
還
参
、
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使
召
御
前
一
舞
、
着
座
間
入
夜
、(『

御
堂
関
白
記』

長
和
五
年

(
一
〇
一
六)

三
月
十
五
日)

こ
の
部
分
の
訓
読
文
と
口
語
訳
と
を
い
く
つ
か
示
す
。

②
遅
れ
て
還
り
来
た
る
。
是
れ
昨
日
社
頭
に
遅
参
す
る
に
依
る
な
り
。

三
宮
見
物
の
た
ま

(

ふ)

。
仍
り
て
按
察
と
宮
見
物
し
奉
る
。
此

の
間
雨
暫
く
下
る
。
申
時
ば
か
り
還
り
参
る
。
使
を
御
前
に
召
し

一
舞

(

せ
し
む)

。
座
に
着
く
間
夜
に
入
る
。(

山
中
裕
編

(

二
〇

〇
九)

訓
読
文
・
服
部
一
隆
執
筆)

③
遅
れ
て
還
り
来
た
る
。
是
れ
昨
日
、
社
頭
に
遅
参
す
る
に
依
る
な

り
。
三
宮
、
所
の
見
物
を
仰
せ
ら
る
る
な
り
。
仍
り
て
按
察
・
宮

と
見
物
し
奉
る
。
此
の
間
、
雨
、
暫
く
下
る
。
申
時
ば
か
り
、
還

り
参
る
。
使
を
御
前
に
召
し
、
一
舞
せ
し
む
。
座
に
着
す
間
、
夜

に
入
る
。(

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー｢

摂
関
期
古
記
録
デ
ー

タ
ベ
ー
ス｣

[

以
下

｢

摂
関
期
Ｄ
Ｂ｣]

訓
読
文)

④
祭
使
は
遅
れ
て
還
っ
て
来
た
。
こ
れ
は
、
昨
日
、
社
頭
に
遅
参
し

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
三
宮

(

敦
良
親
王)

は

｢

祭
使
の

還
立
を
見
物
す
る｣

と
仰
せ
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
私
は
、
按
察
大

納
言
と
共
に
、
三
宮
と
見
物
し
奉
っ
た
。
こ
の
間
、
雨
が
暫
く
降
っ

た
。
申
剋
の
頃
、
祭
使
は
還
り
参
っ
た
。
祭
使
を
天
皇
の
御
前
に

召
し
て
、
一
の
舞
を
奉
ら
せ
た
。
座
に
着
し
た
頃
、
夜
に
入
っ
た
。

(

倉
本
一
宏

(

二
〇
〇
九)

現
代
語
訳)

②
と
③
の
訓
読
文
の
相
違
は
、
本
文
右
傍
の
書
き
入
れ
の
扱
い
の
違
い

に
よ
る
。
②
で
は
、
書
き
入
れ
を
古
写
本
段
階
の
も
の
と
判
断
し
、
削

除
し
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
同
一
と
い
っ
て

も
よ
い
。
④
の
現
代
語
訳
は
③
の
訓
読
文
を
も
と
に
し
て
い
る
も
の
と

推
察
さ
れ
る
。

問
題
は

｢

遅
還
来｣

と

｢

遅
参｣

の
扱
い
で
あ
る
。
ま
ず
、
そ
れ
ぞ

れ
の
読
み
に
つ
い
て
考
え
て
お
く

(

５)

。｢

遅｣

字
は
観
智
院
本

『

類
聚
名

義
抄』

で
は

｢

ヲ
ソ
シ

ヌ
ル
シ

シ
メ
ヤ
カ
ナ
リ

マ
ツ

コ
ロ
ホ

ヒ

ヤ
ウ
ヤ
ク

オ
モ
フ

ネ
カ
フ

ム
カ
フ

オ
ク
レ
ヌ

ウ
ル
ハ

シ｣
(

仏
上
五
七
・
六)

の
訓

(

い
ず
れ
も
声
点
な
し)

が
あ
る
。
ま

た
、
三
巻
本

『

色
葉
字
類
抄』

前
田
本
で
は

｢

遅
ヲ
ソ
シ
後
晩
徐
漸
…

〈
七
字
略
〉
…
暮
已
上
同｣

(

上
八
四
オ
二
・
ヲ
辞
字
、｢

遅｣

字
に
合

点
あ
り)

、｢

後
ヲ
ク
ル

ヲ
ク
レ
タ
リ
逸
遅
殿
�
漫
已
上
同｣

(

上
八
四
オ

一
・｢

後｣

字
に
合
点
あ
り)

と
な
っ
て
お
り
、｢

ヲ
ソ
シ｣

の
項
の
一

三
字
中
の
一
字
目
、｢

ヲ
ク
ル

ヲ
ク
レ
タ
リ｣

の
項
の
六
字
中
の
三

字
目
に

｢
遅｣

字
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。｢

遅｣

字
は

｢

オ
ソ
シ｣

｢

オ

ク
ル｣

の
い
ず
れ
の
読
み
も
あ
り
得
る
も
の
の
、｢

オ
ソ
シ｣

の
方
が
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や
や
定
着
度
の
高
い
訓
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。｢

遅｣

字
は
ひ

と
ま
ず
は

｢

オ
ソ
シ

(

オ
ソ
ク)｣

と
読
ん
で
お
き
た
い
。｢

遅
参｣

は

『

字
類
抄』
前
田
本
に｢

遅
参
同
〈
古
今
部
〉
チ
サ
ム｣

(

上
六
九
ウ
四
・

チ
畳
字)

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
音
読
形
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
分
か

る
が
、
常
に
音
読
で
あ
っ
た
か
は
分
か
ら
な
い
。
和
製
漢
語
の
元
に
な
っ

た
訓
読
形

(

オ
ソ
ク
マ
ヰ
ル)

も
並
行
し
て
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
は

残
る
。

さ
て
、
①
の
例
文
で
あ
る
が

｢
遅
還
来｣

は

｢

遅
く
還
り
来
た
る｣

と
読
み
、｢

刻
限
に
な
っ
て
も
還
っ
て
来
な
か
っ
た｣

の
意
と
と
り
、

｢

遅
参｣

は

｢

参
上
し
な
か
っ
た｣

と
理
解
す
べ
き
で
は
な
い
か
。『

左

経
記』

の
長
和
五
年
三
月
十
四
日
条

(

①
の
例
文
の
前
日
の
記
事)

に

は

｢

及
子
刻
、
八
幡
宿
所
、
依
有
孕
者
、
不
上
御
前｣
と
あ
り
、『

小

右
記』

の
長
和
五
年
三
月
十
五
日
条
に
は

｢

使
等
鶏
鳴
参
上
宝
前
、
神

楽
及
巳
剋
云
々
、
随
身
保
重
所
申
也｣

｢

光
景
已
傾
使
帰
参｣
と
あ
る
。

右
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
石
清
水
八
幡
宮
で
の
神
楽
が

遅
れ
た
た
め
、
使
い
の
還
立
が
遅
く
な
っ
た
流
れ
が
は
っ
き
り
す
る
の

で
は
な
い
か

(

６)

。

も
う
一
例
見
る
。

⑤
四
方
拝
如
常
、
家
拝
礼
、
未
時
許
摂
政
被
来
、
是
可
来
彼
家
拝
礼

人
々
遅
来
云
々
、
而
尚
不
来
者
、(『

御
堂
関
白
記』

寛
仁
三
年

(

一
〇
一
九)

正
月
一
日)

⑥
四
方
拝
、
常
の
ご
と
し
。
家
の
拝
礼
。
未
時
ば
か
り
、
摂
政
、
来

ら
る
。｢

是
れ
、
彼
の
家
の
拝
礼
に
来
る
べ
き
人
々
、
遅
く
来
た

る｣

と
云
々
。｢

而
る
に
尚
ほ
来
た
ら
ず｣

て
へ
り
。(｢

摂
関
期

Ｄ
Ｂ｣

訓
読
文)

⑦
土
御
門
第
の
天
地
四
方
拝
は
、
常
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
土
御
門
第

の
拝
礼
を
行
な
っ
た
。
未
剋
の
頃
、
摂
政

(

藤
原
頼
通)

が
来
ら

れ
た
。｢

こ
ん
な
時
剋
に
な
っ
た
の
は
、
私
の
家
の
拝
礼
に
来
る

は
ず
の
人
々
が
遅
く
来
た
か
ら
で
す｣

と
い
う
こ
と
だ
。｢

と
こ

ろ
が
、
ま
だ
来
な
い
人
も
い
る
の
で
す｣

と
い
う
こ
と
だ
。(

倉

本

(

二
〇
〇
九)

現
代
語
訳)

⑤
の
例
文
の｢

遅
来｣

は
、
⑦
の
よ
う
な｢

遅
く
来
た｣

で
は
な
く
、

｢

刻
限
に
な
っ
て
も
来
な
か
っ
た｣

と
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
、｢

而
尚
不
来｣

は

｢

〈
人
々
ヲ
今
マ
デ
待
ッ
テ
イ
タ
〉
そ
れ
な
の

に
ま
だ
来
な
い
の
で
す｣

と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
が
臨
時
客
の

停
止

(『
小
右
記』

寛
仁
三
年
正
月
一
日
条
に

｢

今
年
摂
政
無
臨
時
客

之
儲
云
々｣
と
あ
る)

に
繋
が
っ
て
い
く
可
能
性
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
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れ
る

(

７)

。
な
お
、
⑦
の
よ
う
に
解
釈
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
訓
読
は
⑥
の

｢

遅
く
来
た
る｣

で
は
な
く
、｢

遅
れ
て
来
た
る｣

と
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

『

御
堂
関
白
記』

以
外
の
例
も
見
て
お
き
た
い
。
ま
ず
は
、『

権
記』

か
ら
例
を
挙
げ
る
。

⑧
卿
相
著
外
弁
之
比
、
右
大
臣
被
奏
所
遣
取
錺
剣
遅
持
来
之
間
遅
参
、

不
能
候
列
、
仰
云
、｢
可
従
掖
参
上｣

、
即
仰
此
由
、(『

権
記』

長

徳
三

(

九
九
七)

年
九
月
九
日)

⑨
卿
相
、
外
弁
に
著
す
比
、
右
大
臣
、
遣
は
し
取
る
所
の
飾
釼
、
遅

く
持
ち
来
た
る
間
、
遅
参
し
、
列
に
候
ず
る
こ
と
能
は
ざ
る
を
奏

せ
ら
る
。
仰
せ
て
云
は
く
、｢

腋
よ
り
参
上
す
べ
し｣

と
。
即
ち

此
の
由
を
仰
す
。(｢

摂
関
期
Ｄ
Ｂ｣

訓
読
文)

⑩
卿
相
が
外
弁
に
着
し
た
頃
、
右
大
臣

(

藤
原
顕
光)
が
、
遣
わ
し

取
る
は
ず
の
飾
釼
を
遅
く
持
っ
て
来
て
遅
参
し
、
列
に
加
わ
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
奏
上
さ
れ
た
。
天
皇
が
お
っ
し
ゃ
っ

て
云
っ
た
こ
と
に
は
、｢

腋
か
ら
参
上
す
る
よ
う
に｣

と
。
す
ぐ

に
こ
の
こ
と
を
伝
え
た
。(

倉
本

(

二
〇
一
一)

現
代
語
訳)

⑩
の
現
代
語
訳
は
少
々
意
味
が
と
り
に
く
い
。
⑧
は

｢

錺
剣
が
届
か
な

か
っ
た
の
で
、
参
上
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た｣

と
い
っ
た
意
味
で
解
釈

す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

⑪
初

[

朝
カ]

座
講
師
寛

[

定
カ]

澄
遅
参
、
仍
律
師
院
源
為
講
師
、(『

権
記』

長
保
四

年

(

一
〇
〇
二)

五
月
七
日)

⑫
朝
座
の
講
師
定
澄
、
遅
参
す
。
仍
り
て
律
師
院
源
を
講
師
と
為
す
。

(｢

摂
関
期
Ｄ
Ｂ｣

訓
読
文)

⑬
朝
座
の
講
師
で
あ
る
定
澄
は
遅
参
し
た
。
そ
こ
で
律
師
院
源
を
講

師
と
し
た
。(

倉
本

(

二
〇
一
二)

現
代
語
訳)

⑫
の
訓
読
文
、
⑬
の
現
代
語
訳
と
も
に
、
特
に
無
理
は
な
い
。
た
だ
し
、

⑪
の｢

遅
参｣

は｢

遅
れ
て
参
上
し
た｣

の
で
は
な
く
、｢

刻
限
に
な
っ

て
も
参
上
し
な
か
っ
た｣

の
意
で
あ
る
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

⑬
の
現
代
語
訳
で
は
、
そ
れ
が
分
か
り
に
く
い
。『

日
本
国
語
大
辞
典』

や

『

角
川
古
語
大
辞
典』

の
よ
う
な
語
釈
で
は
、
や
や
ニ
ュ
ア
ン
ス
が

異
な
っ
て
く
る
。

『

小
右
記』

か
ら
も
例
を
挙
げ
る
。

⑭
大
納
言
斉
信
・
中
納
言
懐
ヽ平

参
入
、
有
饗
饌
、
食
後
着
堂
前
、
斉

信
卿
遅
参
、
不
着
饗
、
直
着
堂
前
、(『

小
右
記』

長
和
三
年

(

一

〇
一
四)

二
月
十
六
日)

⑮
大
納
言
斉
信
・
中
納
言
懐
平
、
参
入
す
。
饗
饌
有
り
。
食
後
、
堂
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前
に
着
す
。
斉
信
卿
、
遅
参
す
。
饗
に
着
さ
ず
、
直
ち
に
堂
前
に

着
す
。(｢

摂
関
期
Ｄ
Ｂ｣

訓
読
文)

⑯
大
納
言
斉
信
と
中
納
言
懐
平
が
参
入
し
た
。
饗
饌
が
有
っ
た
。
食

後
、
堂
前
に
着
し
た
。
斉
信
卿
は
遅
参
し
た
。
饗
饌
に
着
さ
ず
、

直
接
、
堂
前
に
着
し
た
。(

倉
本

(

二
〇
一
八
ａ)

現
代
語
訳)

⑯
の
現
代
語
訳
で
は
、｢
遅
参｣

を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
の
か

は
っ
き
り
し
な
い
が
、
こ
こ
で
は
、
斉
信
は
饗
饌
に
は
間
に
合
わ
な
か
っ

た

(

不
参)

と
捉
え
て
問
題
な
い
だ
ろ
う
。『

日
本
国
語
大
辞
典』

や

『

角
川
古
語
大
辞
典』

の
よ
う
な
語
釈
で
は
、
や
や
解
釈
し
難
い
の
で

は
な
い
か
。

⑰
上
�
遅
参
之
時
、
下
�
承
内
弁
事
、
其
後
上
�
参
入
、
即
令
奏
上

�
参
入
之
由
、
亦
同

[

聞]

下
�
承
内
弁
事
之
由
、
上
�
早
退
出
、
皆
是

古
伝
而
已
、(『

小
右
記』

長
和
五
年

(

一
〇
一
六)
正
月
一
日)

⑱
上
�
、
遅
参
の
時
、
下
�
、
内
弁
の
事
を
承
る
。
其
の
後
、
上
�
、

参
入
せ
ば
、
即
ち
上
�
、
参
入
の
由
を
奏
せ
し
む
。
亦
、
下
�
、

内
弁
の
事
を
承
る
由
を
聞
か
ば
、
上
�
、
早
く
退
出
す
。
皆
、
是

れ
古
伝
の
み
。(｢

摂
関
期
Ｄ
Ｂ｣

訓
読
文)

⑲
上
�
が
遅
参
し
た
時
は
、
下
�
が
内
弁
を
勤
め
る
事
を
承
る
。
そ

の
後
、
上
�
が
参
入
し
た
ら
、
す
ぐ
に
上
�
が
参
入
し
た
と
い
う

こ
と
を
奏
上
さ
せ
る
。
ま
た
、
下
�
が
内
弁
を
勤
め
る
と
い
う
事

を
聞
い
た
な
ら
ば
、
上
�
は
す
ぐ
に
退
出
す
る
。
皆
、
こ
れ
は
古

伝
で
あ
る
だ
け
で
あ
る
。(

倉
本

(

二
〇
一
八
ｂ)

現
代
語
訳)

⑰
は
波
線
部
に

｢

其
後
…
…
参
入｣

と
あ
る
の
で
、
⑭
と
同
様
で
、
ま

だ
参
入
し
て
い
な
い
こ
と

(

不
参)

を
表
し
て
い
る
。｢

遅
れ
て
参
入

し
た｣

と
い
う
意
味
で
は
な
い
。

『

春
記』

か
ら
も
挙
げ
て
お
く
。

⑳
次
牽
立
御
馬
、
依
舞
人
遅
参
、
陪
従
等
引
之
、
舞
人
及
未
時
、
不

時
不
参
、(『

春
記』

長
暦
三
年(

一
〇
三
九)

十
一
月
二
十
二
日)

�
次
に
御
馬
を
牽
き
立
つ
。
舞
人
遅
参
に
依
り
陪
従
等
之
を
引
く
。

舞
人
未
の
時
に
及
び
、
不
時
に
不
参
、(

赤
木
志
津
子

(

一
九
八

一)

訓
読
文)

�
次
い
で
御
馬
を
牽
き
立
つ
。
舞
人
、
遅
参
に
依
り
、
陪
従
等
、
之

を
引
く
。
舞
人
、
未
時
に
及
ぶ
も
、
不
時
に
参
ら
ず
。(｢

摂
関
期

Ｄ
Ｂ｣

訓
読
文)

⑳
は
波
線
部
に

｢

不
時
不
参｣

と
あ
る
の
で
、
こ
こ
の

｢

遅
参｣

は

｢

不
参｣
で
あ
り
、
遅
れ
て
参
上
し
た
の
で
は
な
い
。
此
の
例
も

『

日

本
国
語
大
辞
典』

等
の
語
釈
で
は
解
釈
で
き
な
い
。
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�
更
漏
已
深
、
以
御
衣
給
公
卿
、
侍
臣
禄
可
給
疋
絹
也
、
而
内
蔵
寮

遅
献
仍
不
早
給
也
、(『

春
記』

長
久
二
年

(

一
〇
四
一)

三
月
十

二
日)

�
更
漏
已
に
深
し
。
御
衣
を
以
て
公
卿
に
給
わ
る
。
侍
臣
の
禄
は
疋

絹
を
給
わ
る
べ
き
也
。
而
る
に
内
蔵
寮
遅
く
献
ず
。
仍
て
早
く
給

わ
ら
ざ
る
也
。(
赤
木

(

一
九
八
一)

訓
読
文)

�
更
漏
、
已
に
深
し
。
御
衣
を
以
て
公
卿
に
給
ふ
。
侍
臣
の
禄
、
疋

絹
を
給
ふ
べ
き
な
り
。
而
る
に
内
蔵
寮
、
遅
く
献
ず
。
仍
り
て
早

く
給
は
ざ
る
な
り
。(｢

摂
関
期
Ｄ
Ｂ｣

訓
読
文)

�
�
の
訓
読
文
で
は
、
と
も
に

｢

遅｣

字
を
｢
遅
く｣

と
読
ん
で
い
る

(

た
だ
し
、
訓
読
文
か
ら
は
、
ど
の
よ
う
な
解
釈
を
し
て
い
る
の
か
は

分
か
ら
な
い)

。
岡
崎

(

一
九
七
三)

を
踏
ま
え
て
考
え
る
と
、｢

内
蔵

寮
が
疋
絹
を
刻
限
ま
で
に
調
え
な
か
っ
た

(

不
献)｣

の
で

｢
仍
不
早

給｣

と
な
り
、｢

更
漏
已
深｣

と
い
う
状
態
に
な
っ
て
か
ら

｢
以
御
衣

給
公
卿｣

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
、
と
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
見
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、｢

遅
参｣

や

｢

遅｣

と
い
っ
た
語
は
、
現
代
語
的
な
感
覚
を
も
と
に
し
た
り
、『

日
本

国
語
大
辞
典』

等
の
語
釈
を
頼
り
に
解
釈
を
し
た
り
し
た
の
で
は
、
誤

読
に
な
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る
。｢

遅
参｣

の
場
合
で
い
え
ば
、｢

参｣

な
の
か

｢

不
参｣

な
の
か
が
変
わ
っ
て
し
ま
う

(

反
対
に
な
る)

の
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
が
大
き
な
問
題
を
引
き
起
こ
す
よ
う
な
場
合
は
、
そ

れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
儀
式
の
手
順
・
あ
り
方
等
を
問
題

に
す
る
際
に
は
、
影
響
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
。

四

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
日
本
語
学

(

国
語
学)

の
知
見
が
、
日
本
史
学
に
お
け

る
史
料
の
読
解
に
影
響
を
及
ぼ
す
で
あ
ろ
う
場
合
の
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
、｢

遅
参｣

お
よ
び
そ
の
関
連
語
の
事
例
を
も
と
に
述
べ
た
。
逆
に
、

日
本
史
学
の
知
見
が
、
日
本
語
学
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
あ
る
で
あ

ろ
う
。
両
分
野
の
研
究
成
果
が
互
い
に
周
知
さ
れ
、
ま
た
、
活
用
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
す
る
次
第
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
で
は
、
岡
崎

(

一
九
七
三)

の
指
摘
の
う
ち
、
意
味
変

化
に
関
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
注

(

注
３)

で
触
れ
る
に
と
ど
め
た

が
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
の
整
備
さ
れ
た
現
在
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は

精
査
が
必
要
で
あ
る
。
前
後
の
文
脈
か
ら
だ
け
で
は
意
味
を
確
定
す
る

こ
と
が
困
難
な
例
も
多
く
、
断
言
は
で
き
な
い
が
、
意
味
変
化
の
時
期
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に
つ
い
て
は
見
直
し
を
迫
ら
れ
る

(

時
期
が
遡
る)

可
能
性
が
高
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

[

注]

(

１)

こ
の
辺
の
事
情
に
つ
い
て
触
れ
た
も
の
に
、
最
近
で
は
、
田
中
草
大

(

二
〇
一
八)

が
あ
る
。

(

２)

同
様
の
指
摘
は
、
小
泉
立
身

(

一
九
八
七)

に
も
あ
る
。

(

３)

岡
崎

(

一
九
七
三)
は
、｢
遅
参｣

の
意
味
変
化
に
つ
い
て
、
院
政

期
に
入
る
頃
か
ら
、｢

参
上
す
る
は
ず
の
時
刻
に
遅
れ
て
参
上
す
る
こ

と
。
他
の
も
の
よ
り
遅
れ
て
参
上
す
る
こ
と｣

の
意
に
解
す
る
の
が
自

然
と
考
え
ら
れ
る
例
が
、｢

き
わ
め
て
稀
に
で
は
あ
る
が
、
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る｣

と
す
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
検
討
が
必

要
で
あ
る
。
次
に
示
す
よ
う
な
例
は

｢

遅
れ
て
参
上
す
る｣

の
意
と
し

か
解
し
よ
う
が
な
い
で
あ
ろ
う

(

一
例
目
は

｢

頗

(
ス
コ
ブ
ル)｣

、
二

例
目
は

｢

自
我

(

我
自ヨ

リ)｣

と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、｢
遅
れ
て
参
る｣

の
意
と
考
え
ら
れ
る)

。

・
是
日
斎
王
向
伊
勢
日
也
、
式
部
卿
為
平
親
王
娘
、
歳
五
云
々
、
…
中
略
…
、

次
内
侍
奉
勅
参
斎
王
許
、
伝
示
可
参
之
由
、
斎
王
進
候
御
前
、
頗

依
遅
参
、
余
進
催
申
、
乳
母
抱
之
、
此
間
及
黄
昏
、
天
皇
以
櫛
刺
斎
王

額
、
勅
曰
、｢

京
方
エ
赴
給
フ
ナ｣

、
了
乳
母
抱
之
帰
参
、(『

小
右
記』

永
延
二
年

(

九
八
八)

九
月
二
十
日)

・
大
臣
着
東
廊
之
後
、
予
参
着
、
大
臣
云
、｢

汝
聞
早
参
之
由
、
而

自
我
遅
参
如
何｣

、
予
答
云
、｢

八
省
参
入
、
待
賢
門
内
路
泥
深
、

仍
枉
道
之
間
、
所
遅
々
也｣

、(『

小
右
記』

長
和
二
年

(

一
〇
一

三)

正
月
十
四
日)

(

４)

も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
問
題

(

学
問
分
野
間
の
交
流
不
足)

は
、
日

本
語
学
と
日
本
史
学
と
の
間
に
限
ら
な
い
。
日
本
語
学
と
日
本
文
学
と

の
間
に
も
同
様
の
こ
と
が
当
て
は
ま
る
。
た
と
え
ば
、
小
田
勝

(

二
〇

一
五
ｂ)

は
、
連
用
修
飾
語

｢

遅
く｣

に
つ
い
て
、｢

諸
注
に
誤
訳
が

散
見
さ
れ
る｣

と
す
る
。
な
お
、
小
田

(

二
〇
一
五
ａ)

等
も
参
照
の

こ
と
。

(

５)

古
記
録
の
解
読
に
つ
い
て
は
、
峰
岸
明

(

一
九
八
六)

の

｢

第
一

部

記
録
語
表
記
の
基
盤
と
そ
の
解
読
方
法｣

等
を
参
照
の
こ
と
。

(

６)

倉
本
一
宏(

二
〇
〇
九)

の｢

お
わ
り
に｣

で
は｢

時
間
軸
の
ず
れ｣

に
つ
い
て
、｢『

御
堂
関
白
記』

で
は
、
そ
の
日
の
記
事
が
時
間
ど
お
り

に
記
さ
れ
な
い
場
合
が
多
い
。
こ
れ
も
記
憶
を
頼
り
に
記
し
て
い
る
た

め
に
起
こ
る
こ
と
で
、
そ
の
日
に
起
こ
っ
た
重
要
な
出
来
事
か
ら
順
に

記
し
、
全
部
書
い
た
後
で
、
ま
た
最
初
の
出
来
事
に
関
す
る
詳
細
な
記

事
、
あ
る
い
は
思
い
付
い
た
記
事
を
記
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う｣

と
す

る
が
、
①
の
例
文
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
岡
崎

(

一
九
七
三)

の
指
摘

に
従
っ
て
理
解
す
れ
ば
、
時
系
列
は
非
常
に
す
っ
き
り
し
た
も
の
と
な

り
、｢

時
間
軸
の
ず
れ｣

は
な
く
な
る
。

(

７)
｢

臨
時
客

(

り
ん
じ
き
ゃ
く)｣

に
つ
い
て
、『

有
識
故
実
大
辞
典』

の
記
述(

杉
本
一
樹
執
筆)

を
引
い
て
お
く
。｢

年
始
に
摂
政
・
関
白
・

大
臣
家
に
お
い
て
、
親
王
・
公
卿
以
下
を
迎
え
て
開
催
さ
れ
た
饗
宴
。

式
日
は
正
月
二
日
で
あ
る
が
、
し
ば
し
ば
延
引
・
停
止
さ
れ
た
。
…
以

下
略
…｣
。
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[
参
考
文
献]

赤
木
志
津
子

(

一
九
八
一)

『

訓
読
春
記』

近
藤
出
版
社

((

一
九
九
九)

復

刻

パ
ル
ト
ス
社)

岡
崎
正
継

(
一
九
七
三)

｢｢

御
導
師
遅
く
参
り
け
れ
ば｣

の
解
釈
を
め
ぐ
っ

て｣

今
泉
博
士
古
稀
記
念
国
語
学
論
集
編
集
委
員
会
編

『

今
泉
博
士
古
稀

記
念
国
語
学
論
叢』
桜
楓
社

(

岡
崎

(

二
〇
一
六)

第
六
章)

(

二
〇
一
六)

『
中
古
中
世
語
論
攷』

和
泉
書
院

小
田
勝

(

二
〇
一
五
ａ)

｢｢
私
家
集
全
釈
叢
書｣

を
読
む

古
典
文
法

研
究
の
立
場
か
ら

｣
『

岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
国
語
国
文
学』

第
三
四

号

(

二
〇
一
五
ｂ)

『

実
例
詳
解
古
典
文
法
総
覧』

和
泉
書
院

倉
本
一
宏

(

二
〇
〇
九)

『

藤
原
道
長

｢

御
堂
関
白
記｣

下

全
現
代
語
訳』

講
談
社
学
術
文
庫

(

二
〇
一
一)

『

藤
原
行
成

｢

権
記｣

上

全
現
代
語
訳』

講
談

社
学
術
文
庫

(

二
〇
一
二)

『

藤
原
行
成

｢

権
記｣

中

全
現
代
語
訳』

講
談

社
学
術
文
庫

(

二
〇
一
八
ａ)
『

現
代
語
訳
小
右
記

６』

吉
川
弘
文
館

(

二
〇
一
八
ｂ)

『

現
代
語
訳
小
右
記

７』

吉
川
弘
文
館

小
泉
立
身(

一
九
八
七)

｢

お
そ
く
来
け
る
に

伊
勢
物
語
三
八
段

｣

『

解
釈』

第
三
三
巻
第
一
号

(

通
巻
第
三
八
二
集)

田
中
草
大

(

二
〇
一
八)

｢

変
体
漢
文
、
ど
う
読
む
か
・
な
ぜ
読
む
か｣

『

い

ず
み
通
信』

四
四
号

峰
岸
明

(

一
九
八
六)

『

平
安
時
代
古
記
録
の
国
語
学
的
研
究』

東
京
大
学

出
版
会

山
中
裕
編

(

二
〇
〇
九)

『

御
堂
関
白
記
全
註
釈

長
和
五
年』

思
文
閣
出

版

[

引
用
テ
キ
ス
ト]

『

権
記』

(

史
料
纂
集)

、『

小
右
記』

『

御
堂
関
白
記』

(

大
日
本
古
記
録)

、

『

左
経
記』

『

春
記』

(

増
補
史
料
大
成)

、『

玉
葉』

(

図
書
寮
叢
刊)

、『

今
昔

物
語
集』

(

新
日
本
古
典
文
学
大
系)

。
い
ず
れ
も
引
用
に
当
た
っ
て
は
、
漢

字
の
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
た
。
ま
た
、
二
行
の
割
書
の
部
分
等
は
割
書

に
せ
ず
、
小
字
で
示
し
た
。

(

文
学
部
教
授)
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